
日消外会誌 23(11):2688,

研究速報

久保 正 三

藤尾 長 久

中国 浩 二

目的 :近年,肝 細胞癌に対する肝切除術が積極的に

行われているが,その多 くは肝硬変症を併存するため,

術後肝不全に陥る症Trllと散見される.著 者らは大量肝

切除後の門脈圧が著明に上昇し,特 に予後不良例にお

ける術直後の門脈圧は予後良好例のそれに比べ有意に

上昇することを明らかにした1)が
,今 回,経皮経肝門脈

校塞栓術 (percutaneous transhepatic pOrtal vein

embolizatiOn i以 下 PTPE)2)前 後 における門脈圧の

変動と肝切除術後肝不全の発症との関係について検討

を加えた。

対象 と方法 :対象は過去 6年 間に術前に右 2区 域に

対 して PTPEが 施された後,右 2区 域以上切除が行わ

れた20例である。PTPEは 既報の方法2)により行われ,

その前後に門脈圧が演J定された.右 2区 域以上切除が

施された20例中16711の術後経過は良好であった (良好

群)が , 4例 は肝不全に陥った (不良群).こ れら2群

の PTPE前 後の門脈圧の変動 と術後肝不全の関係を

検討した。

成績 :良好群 と不良群の PTPE前 門脈圧はそれぞ

れ197± 3.6cmH20,220± 6 6cmH20,PTPE後 門脈

圧はそれぞれ24.2± 3.5cmH20,28.1± 6 1cmH20で

あ り,不 良群の PTPE後 門脈圧が良好群に比べ高い傾

向にあった。良好群16例中 1例 ,不 良群 4例 中 2211の

PTPE後 門脈圧は30cmH20以 上であった。すなわち

PTPE後 門脈圧が30cmH20以 上であった 3例 中 2例

は術後肝不全に陥 り,そ の うち 1例 は術死した。

考 察 :著 者 らは肝切 除 の術 前 併 用 療 法 と して

PTPEを 行い,同 時に肝切除前後の門脈血行動態を解

析,予 後不良例では術直後の門脈圧が上昇することを

明かにした。そこで今回,肝 切除後の問脈圧が急激に

変動する右 2区域以上切除例を対象とし,PTPE前 後
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の問脈圧の変動 と術後経過 との関係を検討した。その

結果,PTPE施 行後門脈圧が30cmH20以 上に上昇 し

た症471では術後消化管出血や難治性腹水など門脈圧上

昇によると考えられる症状を呈 し,肝 不全状態に陥 り

やすいと考えられた。したがって PTPE後 の問脈圧が

30cmH20を 越える症例では縮小手術を行 うか他の治

療法を選択する必要があ り,この点からPTPEは 大量

肝切除前の一つの負荷試験になりうると考えられた。
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